
　
文
化
振
興
の
課
題
や
活
性
策
を
考
え
る
、「
県
地
域
文

化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
す
。
主
催
は

当
協
会
や
県
地
域
文
化
団
体
協
議
会
、
淡
路
文
化
団
体
連

絡
協
議
会
で
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
く
に
う
み
の
島
淡
路
の
歴
史
と
新
し
い
地

域
文
化
の
創
造
」。
淡
路
島
で
古
来
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き

た
伝
統
文
化
か
ら
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
オ
カ
リ
ナ
づ
く
り
な

ど
新
し
く
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
現
代
文
化
ま
で
新
旧
文
化

の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
25
日
㈮
12
時
15
分
〜
16
時
30
分

【
場
所
】
洲
本
市
文
化
体
育
館
（
し
ば
え
も
ん
座
）（
洲
本

市
塩
屋
１
‐
１
‐
17
）

【
参
加
費
】
３
０
０
０
円
（
資
料
代
）

【
申
込
み
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１

・
２
０
０
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９
）

※
10
月
12
日
締
切

　
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
友
の
会
に
ご
入
会
い
た
だ
く
と
、
講
座
の
受
講
料
の
割
引
、
美
術
館
や

博
物
館
と
い
っ
た
特
典
施
設
の
割
引
な
ど
、
様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
友
の
会
特
典
施
設
が
７
施
設
増
え
ま
し
た
。
県
内
に
は
個
性
的
な
美
術
館
や
博
物

館
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
10
月
に
入
り
、
街
の
散
策
が
心
地
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
ご
入
会
い
た
だ
き
、美
術
館
や
博
物
館
で
″
芸
術
の
秋
〞
を
た
っ
ぷ
り
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！

【
新
規
特
典
施
設
で
開
催
中
・
開
催
予
定
の
主
な
特
別
展
・
企
画
展
】

●
神
戸
海
洋
博
物
館　
「
君
も
博
士
に
な
れ
る
展 em

pow
ered by 

博
士
ち
ゃ
ん
in
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
」
3
月
12
日
㈰
ま
で

●
姫
路
市
書
写
の
里
・
美
術
工
芸
館　
特
別
展
「
2
0
2
2
年　
播
磨
工
芸
美
術
展
」
10
月
23
日

㈰
ま
で
、
特
別
展
「
は
し
も
と
み
お
木
彫
展
」
10
月
28
日
㈮
〜
12
月
24
日
㈯

●
虚
子
記
念
文
学
館　
「
稲
畑
汀
子
回
顧
展
―
神
を
愛
し
、
俳
句
を
愛
し
、
心
豊
か
に
90
年
―
」

3
月
12
日
㈰
ま
で

新進芸術家に発表の場を‼ 兵庫県民会館けんみんホールで開催‼新進芸術家に発表の場を‼ 兵庫県民会館けんみんホールで開催‼

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト・・
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

令和 4年 10月 1日（毎月1回1日発行）⑴ すずかけ・10月号 第424号

■…今月の色は「潤朱：うるみしゅ」

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

兵庫県芸術文化協会

(公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部

編集・発行人／西上三鶴
（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

https://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通４丁目16番3号
（兵庫県民会館内）☎078-321-2002

フェイスブック

ユーチューブ

動画配信は
こちらをチェック！

ツイッター

インスタグラム

SNS
やっています！

ソーシャル
ネットワーク
サービス

● 発行所 ●

兵庫県文化賞受賞者小品展
今後のスケジュール

場　　所 会　　期

丹波の森公苑（丹波市） 10月 6 日 ㈭ ～ 9日 ㈰

淡路文化会館（淡路市） 10月14日㈮～17日㈪

但馬文教府（豊岡市） 10月20日㈭～23日㈰

兵庫県いなみ野学園（加古川市） 10月26日㈬～29日㈯

◇　
◇　
◇

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
：
兵
庫
県
民
会
館
１
階
フ
ロ
ン
ト
（
当
協
会
友
の
会
会
員

の
方
は
１
割
引
。
会
員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

10月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
52

塚
本
芙
美
香
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
10
月
14
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
塚
本
芙
美
香

塚
本
芙
美
香
＝
兵
庫
県
立
西
宮
高
校
音
楽
科
、

東
京
藝
術
大
学
を
経
て
、同
大
学
大
学
院
修
了
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽
大
学
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
、ス
ペ
イ
ン
マ
ド
リ
ー
ド
国
際
音
楽
講
習
会
、

塚本芙美香

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
修
了
。
第
9
回
神
戸
芸
術
セ
ン

タ
ー
記
念
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
1
位
。
文
化
庁
委
託
事
業
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ

ー
ズ
に
て
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。

【
予
定
曲
目
】
バ
ッ
ハ
／
ト
ッ
カ
ー
タ
嬰
ヘ
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
９
１
０
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
／
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
ニ
長
調
Ｋ
５
７
６
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
１
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
梶
山
恵
甫
（
未
生
流
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
依
然
と
し
て
見
通
せ
な
い
た
め
、
毎
年
恒
例

の
「
ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど
い
」
の
開
催
を
当
面
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど
い
の
開
催
見
送
り
に
つ
い
て

淡路で

地
域
文
化
を
考
え
る

地
域
文
化
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新たに追加された提携施設

神戸海洋博物館（神戸市）

切手文化博物館（神戸市）

兵庫県立兵庫津ミュージアム（神戸市）※

西宮市貝類館（西宮市）

虚子記念文学館（芦屋市）

姫路市書写の里・美術工芸館（姫路市）

日本・モンゴル民族博物館（豊岡市）

特
典
施
設
の
詳
細
は

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

神戸海洋博物館

お得な提携施設がお得な提携施設が 増増えましたえました！！！！

新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ
今後のスケジュール

出　　演 日　　時

鳥居大輔ピアノリサイタル 12月23日 ㈮

北村萌マリンバリサイタル 1月27日㈮

池内響バリトンリサイタル 2月17日㈮

加茂夏来ヴァイオリンリサイタル 3月 3 日㈮

周防彩子ソプラノリサイタル 3月20日㈮

入会して芸術の秋を堪能しませんか入会して芸術の秋を堪能しませんか

友
の
会
の

友
の
会
の

兵庫県立兵庫津ミュージアム

姫路市書写の里・美術工芸館虚子記念文学館

切手文化博物館

西宮市貝類館

日本・モンゴル民族博物館

〈
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
友
の
会
主
な
会
員
特
典
〉

①
文
化
情
報
紙
「
す
ず
か
け
」
を
毎
月
送
付
、
②
兵
庫
県
生
活
文
化
大

学
の
受
講
料
割
引
、
③
田
辺
眞
人
先
生
の
講
座
「
地
域
と
暮
ら
し
の
兵

庫
学
」の
受
講
料
割
引
、④
協
会
主
催
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
ご
招
待・
割
引
、

⑤
そ
の
他
主
催
事
業
の
参
加
費
割
引
、
⑥
美
術
館
・
博
物
館
等
の
入
館

料
割
引
ほ
か

【
年
会
費
】３
０
０
０
円（
期
間
は
来
年
３
月
ま
で
）

【
申
込
み・
問
い
合
わ
せ
】当
協
会
文
化
振
興
部（
☎

０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

※11月のオープン時から適用予定



■第 37回美術クラブ「創」展〈1階〉　絵画約 30点
■ 2022 第 56回名筆研究会展〈2階〉　書約25点
■らくがき倶楽部 第 2 回絵画展〈2階〉
　絵画約 30点

■第 48回兵庫県綜合水彩画会展〈2階〉
　洋画約 45点

■第 2回 芝香書院社中展〈1階〉　書約 30点
■ 第 26 回「國際現代」芸術展〈2階〉
　水墨画 ･墨彩画 ･書等約 180 点

■第 58回兵庫県職員作品展〈2階〉
　絵画･書･工芸･彫刻･写真等約100点

■第 24回神戸青蓮社仏画と絵画展〈2階〉
　絵画約15点

■第 38回神戸芸術学林陶芸教室作品展〈1階〉
　陶芸約 200点

■三沢かずこ展―祈りは青に―〈1階〉　絵画約30点
■第 18回ＫＳＣ ＯＢ楽画会展〈2階〉
　絵画･陶芸約 80点

■神戸小品盆栽展示会〈2階〉　小品盆栽約 20席
■第 12回暁書道展〈2階〉　書約200点

■兵庫県民会館ロビーコンサート　前田紗希 
ソプラノコンサート　出演：前田紗希、岸元広周（ピ
アノ）

■兵庫の工芸壁面を飾る
　兵庫県工芸美術作家協会会員による小作品展 7点

■第 41回龍美会展〈東館1階〉
　洋画・工芸他約100点

■公募 第27回二元会兵庫支部展〈本館1・2階〉
　洋画・日本画・版画約160点

■第 20回記念Grupo Mar 絵画展〈東館2階〉
　洋画約120点

■第 75回記念飛雲展 併催 特別展示「硯」〈全
館〉　書約 300点
■niche展〈東館1・2階〉　洋画・児童画約 270点
■第 35回全国シルバー書道展（兵庫展）・第
19回ファミリー書展〈本館1・2階〉　書約 4250 点
■京都芸術大学（旧京都造形芸術大学通信教
育部卒業生）第15回MARBLE展〈東館1・2階〉
　洋画・日本画・工芸約 50点

■第 47回こうべ芸文美術展〈本館1・2階〉
　総合約 200点

■太陽の郷 陽ノヒカリ展～にじいろせかい～
〈障害者アートギャラリー〉　洋画・工芸・デザイン約
15点

■横尾さんのパレット
　 展示室をパレットに見立てたインスタレーションでヨコ
オワールドを再構築

■特別展「よみがえる川崎美術館―川崎正蔵
が守り伝えた美への招待―展」
　日本初の私立美術館創設者が収集した古美術品を紹介
　　　3組 6人にチケットプレゼント。締切 10/12 ㈬必着

■特別展「もうひとつの顔　ロバート・キャ
パ　セレクト展」
　20世紀を代表する報道写真家の作品約 100 点を展示
　　　5組 10人にチケットプレゼント。締切10/12 ㈬必着

■秋季特別展 「丹波焼誕生－はじまりの謎を
探る－」　丹波焼の成立について紹介
　　　5組 10人にチケットプレゼント。締切10/12 ㈬必着

プレゼントのご応募について

記載の【友の会割引あり】は、原則として兵庫県芸術文化協会友
の会会員、ご本人様のみ適用

催物情報催物情報 イ ベ ン ト ガ イ ドイ ベ ン ト ガ イ ド

兵庫県民アートギャラリー　☎０７８・３２１・２１３１

10月5日㈬～9日㈰※入場無料
10月5日㈬～9日㈰※入場無料
10月7日㈮～9日㈰
※入場無料

10月12日㈬～ 17日㈪
※入場無料

10月14日㈮～ 16日㈰※入場無料
10月14日㈮～ 16日㈰※入場無料

10月19日㈬～ 23日㈰
※入場無料

10月19日㈬～ 21日㈮
※入場無料

10月19日㈬～ 23日㈰
※入場無料

10月24日㈪～30日㈰※入場無料
10月26日㈬～ 31日㈪
※入場無料

10月28日㈮～30日㈰※入場無料
10月29日㈯～30日㈰※入場無料

10月8日㈯ 14時～ 14時30分
※入場無料

10月1日㈯～ 11月29日㈫
※入場無料

10月4日㈫～ 10日（月・祝）
※入場無料

10月5日㈬～ 10日（月・祝）
※入場無料

10月5日㈬～ 10日（月・祝）
※入場無料

10月14日㈮～ 16日㈰
※入場無料

10月19日㈬～ 23日㈰※入場無料
10月22日㈯～ 23日㈰※入場無料

10月25日㈫～ 30日㈰
※入場無料

10月26日㈬～ 30日㈰
※入場無料

10月1日㈯～ 12月27日㈫
※入場無料

～12月25日㈰
※入場料 700円ほか【友の会割引あり】

10月15日㈯～ 12月 4 日㈰
※入場料1600円ほか【友の会割引あり】

～11月 6日㈰
※入場料1000円ほか

10月1日㈯～ 11月27日㈰
※入場料 500円ほか

原田の森ギャラリー　☎０７８・８01・１５９１

神戸市立博物館　☎０７８・３９１・００３５

①希望プレゼント名 ②〒住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤友の会会員の方は会員番号
⑥ご意見・ご感想を明記し、ハガキかFAXで送付。
＊ 応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊ 応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発送・関連する
お問い合わせのみに利用いたします。
〒650‒ 0011 神戸市中央区下山手通4‒16‒3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係　FAX 078-321-2139

横尾忠則現代美術館　☎０７８・８５５・５６０７

ひょうごアーティストサロン　☎０７８・３２１・２００５

　
阪
神
地
域
７
市
１
町（
尼
崎
、

西
宮
、
芦
屋
、
伊
丹
、
宝
塚
、

川
西
、
三
田
市
、
猪
名
川
町
）

の
美
術
館
と
博
物
館
の
36
施
設

を
一
斉
に
無
料
開
放
す
る
「
阪

神
地
域
オ
ー
プ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム　
無
料
開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
開
催
日
は
10
月
７
日
㈮
、
８

日
㈯
、
９
日
㈰
の
３
日
間
（
各

日
の
無
料
開
放
の
施
設
も
あ

り
）。
各
施
設
先
着
順
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
が
も

ら
え
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
２
種

類
あ
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
施
設

に
足
を
運
ん
で
ど
ち

ら
も
ゲ
ッ
ト
し
た
い

と
こ
ろ
。
施
設
グ
ッ

ズ
な
ど
が
当
た
る
デ

ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い

わ
れ
る
町
中
を
散
策

し
、
文
化
や
芸
術
に

ふ
れ
て
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
無
料
開
放
施
設
】

　
尼
崎
市
＝
尼
崎
信
用
金
庫　

世
界
の
貯
金
箱
博
物
館
▼
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
▼

県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場

（
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
）
▼
尼

崎
信
用
金
庫
尼
信
会
館
▼
近
松

記
念
館
▼
市
立
歴
史
博
物
館
▼

市
立
歴
史
博
物
館
田
能
資
料
館

　
西
宮
市
＝
ア
ガ
ペ
大
鶴
美
術

館
▼
笹
倉
鉄
平
ち
い
さ

な
絵
画
館
▼
西
宮
能
楽

堂
▼
武
庫
川
女
子
大
学

甲
子
園
会
館
▼
山
口
町

郷
土
資
料
館
▼
市
立
郷

土
資
料
館
▼
市
立
郷
土

資
料
館
分
館　
名
塩
和

紙
学
習
館

　
芦
屋
市
＝
俵
美
術
館

▼
Ｋ
Ｈ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芦

屋
▼
虚
子
記
念
文
学
館

▼
滴
翠
美
術
館
▼
富
田

砕
花
旧
居

　
宝
塚
市
＝
市
立
宝
塚

　
川
西
市
＝
市
郷
土
館
▼
市
文

化
財
資
料
館
▼
市
歴
史
民
俗
資

料
館

　
三
田
市
＝
旧
九
鬼
家
住
宅
資

料
館
▼
三
田
ふ
る
さ
と
学
習
館

▼
市
三
輪
明
神
窯
史
跡
園

　
猪
名
川
町
＝
町
立
静
思
館
▼

町
立
ふ
る
さ
と
館
▼
多
田
銀
銅

山　
悠
久
の
館
▼
猪
名
川
天
文

台

デジタル
スタンプ
ラリー

　KHギャラリー芦屋

尼崎信用金庫世界の貯金箱博物館

阪神地域 オープンミュージアム阪神地域 オープンミュージアム

美術館・博物館を無料開放美術館・博物館を無料開放
1010月月77日日金金～～99日日日日のの３３日間日間

神戸ファッション美術館　☎０７８・８５８・００５０

兵庫県立考古博物館　☎０７９・４３７・５５８９

田
辺
眞
人
先
生
の
人
気
講
座

田
辺
眞
人
先
生
の
人
気
講
座

地
域
と

地
域
と

暮
ら
し
の

暮
ら
し
の

兵兵
庫
学
が
ス
タ
ー
ト
！

庫
学
が
ス
タ
ー
ト
！

　
第
１
回
目
の
講
座
は
「
季
節

と
時
の
生
活
史
」
を
テ
ー
マ
に

９
月
22
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
座
で
は
田
辺
先
生
か
ら

「
世
界
で
は
風
土
の
違
い
か
ら
、

異
な
る
文
化
が
形
成
さ
れ
、
そ

れ
に
合
っ
た
季
節
と
時
の
捉
え

方
を
し
て
き
た
。
古
来
の
日
本

で
は
、「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

一
年
を
春
分
と
秋
分
を
始
ま
り

と
し
た
「
は
る
」
と
「
あ
き
」

の
二
つ
の
季
節
し
か
な
か
っ

た
。
一
方
で
「
暦
の
上
で
は
秋

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑

文
化
創
造
館
す
み
れ
♪
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
▼
市
立
小
浜
宿
資
料
館

▼
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
旧
和

田
家
住
宅

　
伊
丹
市
＝
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
▼
白
雪
ブ
ル
ワ
リ
ー
ビ

レ
ッ
ジ
長
寿
庵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
市
立
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」

▼
市
立
東
リ　
イ
ン
テ
リ
ア
歴

史
館

さ
が
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
「
春
夏
秋
冬
」

を
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立

冬
で
始
ま
る
四
季
で
分
け
る

中
国
の
暦
を
受
け
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
生
じ
た
ズ
レ
が
原

因
で
あ
る
」
と
い
っ
た
興
味

深
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
は

残
り
２
回
。
若
干
残
席
が
あ

り
ま
す
の
で
、
受
講
生
を
追

加
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
回

ご
と
の
受
講
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】

11
月
24
日
㈭
「
色
と
日
本
の
生

活
文
化
」

１
月
19
日
㈭
「
神
戸
・
大
阪
の

比
較
文
化
」

い
ず
れ
も
14
時
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
兵
庫
県
民
会
館
け
ん

み
ん
ホ
ー
ル

【
受
講
料
】（
１
回
あ
た
り
）
一

般
１
０
０
０
円
、
友
の
会
会
員

５
０
０
円

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
当

協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８

・
３
２
１
・
２
１
３
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３

９
）

追加募集

第1回講座は「季節と時の生活史」を
テーマに実施

参
加
施
設
の
詳
細
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
方
法

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
も
掲

載
し
て
い
る
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

内
容
の
変
更
等
の
可
能
性

あ
り
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兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５

2
0
2
3
年
度
ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
お
披
露
目

新
春
・
顔
見
世
コ
ン
サ
ー
ト

　

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
か

ら
皆
様
へ
、
音
楽
の
福
袋
！

2
0
2
3
年
4
月
か
ら
2
4
年

3
月
の
「
ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
選
出
さ
れ
た
音
楽

家
が
一
堂
に
会
し
、
新
年
を
祝

う
贅
沢
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
関
西

に
な
じ
み
が
あ
り
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
若
き
奏
者
達

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
恋
愛
喜

劇
の
傑
作
を
、
文
学
座
か
ら

日
本
を
代
表
す
る
演
出
家
・

鵜
山
仁
を
迎
え
、
上
演
し
ま

す
。
だ
ま
し
だ
ま
さ
れ
す
れ

違
う
、
２
組
の
恋
人
た
ち
の

運
命
は
い
か
に
！？

【
作
】
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

【
翻
訳
】
喜
志
哲
雄
〈
岩
波

文
庫
刊
〉

【
演
出
】
鵜
山
仁
（
文
学
座
）

【
出
演
】
森
万
紀
、岡
田
力
、

樫
村
千
晶
、
三
坂
賢
二
郎　

ほ
か

【
日
時
】
10
月
6
日
㈭
18
時
、

7
日
㈮
14
時
、
8
日
㈯
11
時

／
16
時
、
9
日
㈰
14
時
、
10

日
（
月
祝
）
14
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
料
金
】
一
般
３
５
０
０
円
、

大
学
・
専
門
学
校
生
２
５
０

０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０

０
円

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４
０

チケットを購入されるお客様へ
新型コロナウイルス感染防止対策にご理解
とご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場で
きません（マウスシールド不可）。 
※37.5℃以上の発熱がある方は入場をお
断りさせていただきます。 
※来場者情報を把握するため、芸術文化セ
ンターでのチケットのご購入は芸術文化
センター先行予約会員の登録（無料）が
必要です。 お一人様 2枚までとさせて
いただきます。
※掲載の情報は、やむを得ない事情によ
り、中止・変更になる場合がございま
す。最新の情報につきましては、当セン
ターウェブサイト等をご確認ください。

10月15日発売

岸本萌乃加 杉田恵理

文
学
座「

欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」

ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

「
桂
吉
朝
一
門
会
」

　
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
の
最
高
傑
作
に
し
て
、
ア

メ
リ
カ
演
劇
の
不
朽
の
名
作
。

　
「
欲
望
」
と
い
う
名
の
電

車
に
乗
っ
て
、「
墓
場
」
と

い
う
電
車
に
乗
り
換
え
、「
天

国
」
で
下
車
し
現
れ
た
ブ
ラ

ン
チ
。
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の

場
末
の
熱
気
の
中
で
生
き
抜

い
て
き
た
ス
タ
ン
リ
ー
。

　
相
反
す
る
二
人
の
強
烈
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
衝
突
が
織
り

な
す
人
間
ド
ラ
マ
。

【
作
】テ
ネ
シ
ー・ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ【
訳
】
小
田
島
恒
志

【
演
出
】
高
橋
正
徳

【
出
演
】
山
本
郁
子
、
鍛
治

直
人
、
助
川
嘉
隆
、
渋
谷
は

る
か
、中
川
雅
子
、大
滝
寛
、

沢
田
冬
樹
、
千
田
美
智
子
、

柴
田
美
波
、
西
村
知
泰
、
磯

田
美
絵
、
小
林
勝
也

※
ス
タ
ン
リ
ー
役
は
、
当
初

予
定
し
て
い
た
横
田
栄
司
か

ら
鍛
治
直
人
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

【
日
時
】
11
月
12
日
㈯
15
時
、

13
日
㈰
13
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー　
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
４
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
０

円
（
全
席
指
定
）

鍛治直人山本郁子

中谷彩花

鳥居侑平

桂
文
珍
兵
庫
大
独
演
会

〜
ネ
タ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜

　
独
自
視
点
で
世
相
を
切
り
取

る
新
作
落
語
も
、
円
熟
の
話
芸

が
光
る
古
典
落
語
も
高
く
評
価

さ
れ
る
言
わ
ず
と
知
れ
た
上
方

落
語
の
大
看
板
！

　
当
日
の
演
目
は
お
客
様
の
投

票
で
決
定
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
寄

席
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
お

送
り
し
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
5
年
1
月
7
日

㈯
14
時
、
８
日
㈰
13
時
、
９
日

（
月
・
祝
）
13
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
４
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）

桂文珍
©Clara Evens©Clara Evens

益田早織
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10月16日発売

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
74
回
公
演

「
か
ら
騒
ぎ
」

助川嘉隆渋谷はるか

　
年
に
５
回
開
催
さ
れ
る
ピ

ッ
コ
ロ
寄
席
。毎
年
12
月
は
、

上
方
落
語
の
本
格
派
・
故
桂

吉
朝
の
名
を
遺
し
芸
を
継
ぐ

落
語
会
「
桂
吉
朝
一
門
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
17
日
㈯
14
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
料
金
】
全
席
指
定
一
般
３
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
５
０

０
円

【
出
演
・
演
目
】

「
い
ら
ち
俥
」
弥
っ
こ

「
く
や
み
」
佐
ん
吉

「
笠
碁
」
あ
さ
吉

　
―
中
入
ー

「
お
公
家
女
房
」
よ
ね
吉

「
た
ち
き
り
」
吉
弥

が
、
選
り
す
ぐ
り
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を

お
届
け
し
ま
す
。

【
曲
目
】R
.
ク
ラ
ー
ク
：
ヴ
ィ

オ
ラ
ソ
ナ
タ
、
ビ
ゼ
ー
：
歌
劇

「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り″
ハ
バ
ネ
ラ
〞、

松
村
公
彦
：
鳳
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
：
前
奏
曲
「
鐘
」ほ
か

【
出
演
】
岸
本
萌
乃
加
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）、
杉
田
恵
理
（
ヴ

ィ
オ
ラ
）、
鳥
居
侑
平
（
和
太

鼓
）、
中
谷
彩
花
（
ピ
ア
ノ
）、

益
田
早
織
（
メ
ゾ・
ソ
プ
ラ
ノ
）

ほ
か

【
日
時
】
令
和
５
年
１
月
３
日

㈫
14
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

ひょうごひょうごププレミアム芸術デーレミアム芸術デー

安藤忠雄 佐渡裕

3
つ
の
ホ
ー
ル
や
ロ
ビ
ー
で
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
皆
様
を
待
つ
、特
別
な
一
日
。（
参
加
無
料
）

■
要
事
前
申
込
（
10
月
20
日
申
込
開
始
、
各
イ

ベ
ン
ト
お
一
人
様
4
枚
ま
で
）

「
安
藤
忠
雄
×
佐
渡
裕
特
別
対
談
」「
わ
く
わ

く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
教
室
」「
オ
ト
ナ
の
た
め
の

上
方
落
語
鑑
賞
教
室
」「
ピ
ア
ノ
の
ヒ
ミ
ツ
」

■
申
込
不
要

「
踊
る
バ
ト
ン
！
舞
台
機
構
シ
ョ
ー
」「
現
役
音

大
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」「
ス
マ
ホ

片
手
に
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
を

探
検
！
」

【
日
程
】
11
月

9
日
㈬

※
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
時
間
等
、

詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
へ

撮影：閑野欣次撮影：閑野欣次 ©Yuji Hori©Yuji Hori

と　き　令和4年１０月１4日㈮〜１6日㈰
　　　　　　１０時〜１7時（最終日は１6時まで）
ところ　原田の森ギャラリー（兵庫県立美術館 王子分館）
　　　　　 （神戸市灘区原田通3-8-3０）☎（０7８）８０１−１59１

飛雲会　〒6５１−００９５神戸市中央区旭通 ５ − 3 −１２ 竹下ビル 3 F ☎（０７8）２6１−２５７５

第75回記念 飛　雲　展
◦特別陳列 同人所蔵 「古銘硯」 於：東館
◦特別企画 前衛書講座 16日㈰13：00～ 於：本館401号室

主　催　飛 雲 会
後　援　兵庫県・神戸市・神戸市教育委員会
　　　　（公財）兵庫県芸術文化協会・（公財）神戸市民文化振興財団
　　　　神戸新聞社・奎星会・兵庫県書作家協会

現 代 書 の 総 合 展

■会期　10月5日㈬〜10月9日㈰　午前10時〜午後６時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は午後 ５時まで）

■会場　兵庫県民アートギャラリー２階 大展示室

主　催　名 筆 研 究 会
後　援　（公財）兵庫県芸術文化協会・神戸新聞社・サンテレビジョン

連絡先 〒670－0048 姫路市船橋町5－１ クリーンピア船橋町505　井元祥山方
　　　　　　　　　 ☎（079）292－１263

名筆研究会展名筆研究会展’22’22
第56回第56回

『動』をテーマとした



　
秋
の
風
物
詩
、
第
45
回
丹
波
焼
陶
器
ま
つ
り

「
秋
の
郷
め
ぐ
り
」
が
丹
波
伝
統
工
芸
公
園

「
陶す
え
の
郷さ
と
」
な
ど
で
開
か
れ
ま
す
。
50
軒
の
窯

元
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
催
し
を
実
施
す
る
「
窯

元
め
ぐ
り
市
」、
農
産
物
や
飲
食
の
ブ
ー
ス
も

出
店
す
る
「
ど
ど
っ
と
土
曜
市
」、
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
出
張
販
売
の
軽
ト
ラ
市
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
す
。好
み
の
陶
器
を
探
し
な
が
ら
、

野
山
が
色
づ
き
は
じ
め
た
秋
の
丹
波
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
10
月
６
日
㈭
〜
23
日
㈰

【
開
催
イ
ベ
ン
ト
】

▼
窯
元
め
ぐ
り
市
（
期
間
中
、
各
窯
元
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
工
房
に
て
）

▼
ど
ど
っ
と
土
曜
市
（
10
月
８
日
㈯・
15
日
㈯
、

陶
の
郷
内
）

▼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
10
月
９
日

㈰
、
陶
の
郷
内
）

▼
軽
ト
ラ
市
（
10
月
22
日
㈯
、
兵
庫
陶
芸
美
術

館
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
道
路
と
歩
道
）

▼
45
周
年
記
念
尺
皿
展
（
10
月
６
日
㈭
〜
23
日

㈰
、
陶
の
郷
内
）

【
陶
の
郷
入
園
料
無
料
日
】
10
月
８
日
㈯
、
９

日
㈰
、
15
日
㈯
、
22
日
㈯

【
問
い
合
わ
せ
】
丹
波
立
杭
陶
磁
器
協
同
組
合

　
陶
の
郷
☎
０
７
９
・
５
９
７
・
２
０
３
４

丹波伝統工芸公園「陶の郷」

友
の
会（
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
）た
ず
ね
歩
き

県
立
円
山
川
公
苑

美
術
館
で
但
馬
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介

ＪＲ城崎温泉駅ＪＲ城崎温泉駅

●県立円山川公苑●県立円山川公苑

港大橋

円
山
川

山陰本線

小島バス停

来
ず
、
所
蔵
品
の
紹
介
が
中
心

だ
そ
う
で
す
。

　
所
蔵
作
品
は
、森
田
子
龍（
書

道
）、
永
澤
永
信
（
陶
芸
）、
山

田
毅
（
日
本
画
）
ら
但
馬
に
ゆ

か
り
の
あ
る
作
家
の
約
１
５
０

点
。
半
分
の
78
点
を
豊
岡
市
の

版
画
家
・
河
原
英
雄
（
１
９
１

１
〜
２
０
０
５
）
の
作
品
が
占

め
て
い
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
を

展
示
す
る「
河
原
英
雄
の
世
界
」

が
こ
の
秋
開
か
れ
て
い
ま
す
。

期
間
は
来
年
１
月
9
日
ま

で
。40

代
で
版
画
に
目
覚
め

た
河
原
は
、
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
の
版
画
展
で
入

選
す
る
な
ど
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
人
物
の
顔
が

中
心
だ
っ
た
初
期
の
作
品

か
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
テ

ー
マ
に
求
め
た
晩
年
の
作

品
ま
で
が
楽
し
め
ま
す
。

作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
公

苑
の
新
田
理
事
業
課
長
は

カヌーを楽しむ家族連れ

の
温
泉
街
と

は
対
岸
の
位

置
に
、
標
高

１
９
０
㍍
ほ

ど
の
白は
く
さ
ん山
を

背
景
に
し
た

▶県立円山川公苑＝豊岡市
小島1163。開苑時間は９時
～21時。美術館、ボートヤー
ドは17時まで。プールは10時
～19時、スケートは10時～18
時45分（ナイター営業日は20
時45分）まで。５月～10月は
無休、11月～４月は月曜休苑
（祝日の場合は翌日）。
　美術館の観覧料は、企画
展が大人350円（300円）、70
歳以上150円、高校生以下無
料。所蔵品展が大人200円（1
50円）、70歳以上100円、高
校生以下無料。（　）内は当
協会友の会会員料金。
　その他の料金は施設や体験
ごとに分かれている。ホーム
ページや電話で確認を。ＪＲ
城崎温泉駅から全但バス「小
島」下車、徒歩20分。
☎0796･28･3085

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
で
鳥
取
方

面
へ
。
豊
岡
駅
を
出
て
間
も

な
く
、
車
窓
右
に
円
山
川
が

現
れ
ま
す
。
玄
武
洞
駅
を
過

ぎ
城
崎
温
泉
駅
ま
で
の
間

は
、
広
い
川
幅
に
満
々
と
水

を
た
た
え
た
雄
大
な
景
色
に

目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　
「
外
湯
め
ぐ
り
」
が
人
気

円山川上空から望む施設全景（ドローンで撮影）

「
全
体
に
素
朴
な
感
じ
が
し
ま

す
。『
若
い
女
』
な
ど
の
顔
の

表
情
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
公
苑
の
屋
外
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
」と
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

の
空
間
で
す
。
川
に
沿
っ
た
長

方
形
の
区
画
は
、
夏
期
（
７
月

〜
８
月
）
が
プ
ー
ル
、
冬
期

（
11
月
〜
３
月
）
は
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

山
寄
り
に
あ
る
「
カ
ワ
セ
ミ
の

池
」
周
辺
で
は
、
各
種
の
カ
ヌ

ー
体
験
（
３
月
〜
11
月
）
が
楽

し
め
ま
す
。
艇
庫
に
は
１
６
０

艇
の
カ
ヌ
ー
と
７
艇
の
カ
ッ
タ

お出かけ
ちょっとメモ

人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
公
苑
は
開
園
の
翌
年
か
ら
、

県
内
の
小
学
５
年
生
の
体
験
活

動
で
あ
る
「
自
然
学
校
」
を
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
前
は
毎
年
約
２
０
０
校
近
く

が
訪
れ
、
一
日
か
け
て
カ
ヌ
ー

と
カ
ッ
タ
ー
を
体
験
し
ま
す
。

「
自
然
学
校
は
累
計
で
５
千
校

を
超
え
ま
す
。
経
験
し
た
児
童

が
親
に
な
り
、
家
族
を
連
れ
て

来
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ね
」
と
新
田
さ
ん
。

　
芝
生
広
場
、
多
目
的
コ
ー
ト

も
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス

ケ
ー
ト
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど

に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
春
は
２
２
０
本
の
サ
ク
ラ

が
咲
く
花
見
の
名
所
、
秋
は
紅

葉
の
下
で
の
カ
ヌ
ー
が
写
真
映

え
す
る
そ
う
で
す
。
散
策
だ
け

で
も
十
分
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

地
約
10
万
平
方
㍍
の
施

設
を
管
理
・
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
「
文
化
」
の
ジ
ャ
ン

ル
を
担
う
の
が
本
館
１

階
に
あ
る
美
術
館
で

す
。
大
小
２
つ
、
合
わ

せ
て
約
２
６
０
平
方
㍍

の
展
示
室
が
あ
り
ま

す
。常
設
展
示
は
な
く
、

企
画
展
や
所
蔵
品
展
、

高
校
生
の
作
品
展
な
ど

を
年
に
３
回
ほ
ど
開
い

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
現
在
は
企
画
展
が
出

窯元窯元5500軒が特別催し軒が特別催し 農産物や飲食ブース出店も！

第第
4545
回
丹
波
焼
陶
器
ま
つ
り

回
丹
波
焼
陶
器
ま
つ
り

「
秋
の
郷
め
ぐ
り
」

「
秋
の
郷
め
ぐ
り
」

1010
月月
６６
日日
㈭㈭
〜〜
2323
日日
㈰㈰

陶
の
郷
お
よ
び
周
辺
で
開
催

陶
の
郷
お
よ
び
周
辺
で
開
催

展覧会の様子

河原英雄の作品『若い女』

県
立
円
山
川
公
苑
が
あ
り
ま
す
。

　
１
９
８
７
年
、
勤
労
青
少
年

の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
）
を
促
進
す
る
目
的
で
開
園

さ
れ
、
35
年
の
歴
史
を
刻
み
ま

す
。
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
が
指
定
管
理
者
を

任
さ
れ
、
十
数
人
の
職
員
で
敷

ー
が
あ
り
、
公

認
指
導
員
が
６

人
い
ま
す
。
利

用
客
の
年
代
は

幅
広
く
、60
代
、

70
代
で
「
初
め

て
カ
ヌ
ー
に
乗

っ
た
」
と
い
う

TEL 0790-47-2212　FAX 0790-47-2213
（兵庫県立フラワーセンター内）

●ダリア展　10/1 ～ 11/6
●第34回兵庫県どんぐりごま大会　10/8 （10：00 ～ 14：00）

●ストレプトカーパス展　10/8 ～ 11/23
●～秋のきらめき～ダイヤモンドリリーと原種シクラメン展
　　　　　　10/13 ～ 10/16 (15､ 16日は販売会を実施)
●第45回 兵庫県連合菊花展覧会
　　　　　　10/16 ～ 11/20（菊花展開催期間中は無休）
●寒蘭展　11/11 ～ 11/13

花咲く秋のいろどりフェア
～ようこそ秋、フラワーセンターの秋～

菊花展 10/16 ㈰～11/20 ㈰

兵庫フラワーセンター 検索

〒〒679679--01870187 兵庫県加西市豊倉町飯森兵庫県加西市豊倉町飯森 12821282--11 

TEL(0790)47TEL(0790)47--11821182 FAX(0790)47FAX(0790)47--15611561 

令和 4年 10月 1日（毎月1回1日発行) ⑷すずかけ・10月号 第424号


